


験は冬季に実施し、室内外温度差は約 15℃）に由来し、吹
出口の真下を中心に放射状に広がった気流と衝突する。この事に

より、測定面 b,c列間及び g,h列間において上昇気流が生じ、そ
の一部は中央高さ付近で室中央へと戻る循環流となる。一方、ス

リット排気のCase2-1（図4(3)）と比べて、天井排気のCase1-1（図
4(2)）では、天井吸込口に近いa,b列の床面における気流の鉛直成
分が大きく、天井吸込口の有無が気流に影響を与えていることが

推察される。 
3.2 吹出風量の比較：Case3-3, 3-4（図 4(2),(3)）では吹出風
量が異なるが、2つの吹出口からの噴流が床面で放射状に分
散した後、c,d列間で衝突して循環流を形成するという流れ
は一致しており、全断面において概ね同様の結果となる。

但し、上部では違いが見られ、北向き気流が主である

Case3-3に対して、吹出風量の大きいCase3-4では、吹出噴
流に合流しようとする流れが強い。吹出風量の小さい

Case3-1, 3-2では、大部分が上向きの気流となり、室内外温
度差等の外乱の影響を受けやすいことがわかる。 
４ 数値解析結果と実験結果の比較 
 例として、Case1-1の数値解析結果を図 3(2),(3)に示す。前
述の実験結果で確認された床面付近での発散流（図 3(2),図
4(1)）、窓付近のコールドドラフトによる下降気流（図 3(3),
図 4(4)）、両者が衝突することにより生じる循環流（図 3(3),
図 4(4)）等が数値解析結果でも再現されており、実験結果 

と数値解析結果は概ね一致することがわかった。数値解析

では、熱を考慮しない等温での解析も実施しており、その

結果、窓付近の下降気流は見られず、床面付近での発散流

は、南北の壁面まで到達している。室内外温度差が気流性

状に大きく影響していることが確認できる。 

気流速度の実験値と数値解析値を図 6 に示す。吹出風速
の±3%の範囲内に大部分がプロットされており、両者はほ
ぼ一致している。結果が異なるのは、b,c列の床面と吹出口
の真下の測定点である。b,c列の床面における差は、コール
ドドラフトと吹出噴流の衝突位置のズレが原因と考えられ

る。吹出口直下の気流速度については、多点風速計による

計測も行っており、概ね一致することが確認できる（図 5）。 
５ まとめ 

①システムの排気経路が異なる場合、天井吸込口付近の気

流に若干違いが見られた。 

②吹出風量が異なる場合、上部の気流に相違が見られたが、

室全体の流れは殆ど同様である。 

③室内気流の数値解析結果と実験結果は概ね一致すること

が確認され、実験と併用することにより詳細な室内の気流

性状の解析が可能である。 

④実験では、特に吹出風量が小さい場合に、室内外温度差

等の外乱の影響を受けやすいことが確認できる。従って、

外乱を考慮した換気システムの開発が必要と考えられる。 
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図3：室内の気流速度ベクトル（数値解析） 

(2)Case3-3：z3断面(実験) (3)Case3-4：z3断面(実験) (2)Case1-1：z1断面(非等温) (1)Case1-1：z1断面（実験）(1)Case1-1：z1断面(等温) 

(4)Case1-1：B断面(等温) 

(4)Case1-1：B断面(実験) 

(5)Case2-1：B断面(実験) 

(3)Case1-1：B断面(非等温) 

図６：気流速度の比較 
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図５：吹出口直下の気流速度
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図４：室内の気流速度ベクトル（実験）
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